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２ フローチャート 
 
(1)

 詳細計算が必要

(2)

(3)  詳細計算が必要

（土壁など仕様が前提条件と大きく異なる場合など）

(4)

（機械等級区分材及び含水率20％以下の乾燥材を推奨）

(5)  詳細計算が必要

(6)

(7)  部材の選定

 ページ

① 小 梁  間仕切り壁が載らない、他の小梁が架からない 3

② 大 梁  間仕切り壁が載る   小梁が架からない  途中に柱が建たない 4

 途中に柱が建つ

  小梁が架かる  途中に柱が建たない 5

 途中に柱が建つ

③ 胴  差  外壁が載る   小梁が架からない  途中に柱が建たない 6

 途中に柱が建つ 7

  小梁が架かる  途中に柱が建たない 8

 途中に柱が建つ 9

④ 小屋梁  小屋束が載る 11

⑤ 軒  桁  垂木が載る   小屋梁が架からない 12

  小屋梁が架かる 13

 住宅：２階建て以下及び500m
2
以下の木造軸組工法

 部材：矩形で無垢の三重県産スギ材

 スパン途中に継ぎ手のない単純梁

 床小梁、大梁、胴差、小屋梁、軒桁

 モジュール：910mm

 屋根勾配：瓦ぶき５寸以下、スレートぶき３寸以下

 積雪条件：一般地で積雪量は50㎝以下  (15ページ 4.1参照)

 断面寸法は 幅：105mm,120mm,135mm
 詳細計算が必要

 せい：105mm～360mm   (15ページ 4.2 参照)

 設定荷重条件の範囲内   (16ページ 4.3 参照)

 機械等級区分材（ヤング係数のわかる材）か無等級材かの判定  判定は必ず行って
 ください。 含水率が20％以下か20％を超えるかの判定   (18ページ 4.4 参照)

 部材の下端に切り欠きがない   (19ページ 4.5.2 参照)

 たわみ制限は小梁・大梁・胴差：1/250
 詳細計算が必要

 小屋梁・軒桁：1/150以下    (19ページ 4.5.2 参照)

詳細計算
が必要

詳細計算
が必要

バルコニー又
は下屋が付か
ない

バルコニー又
は下屋が付く

詳細計算
が必要

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

NO

NO

NO

NO

ＹＥＳ

基
 

本
 

条
 

件

NO

NO
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 設定条件 固定荷重：3850N/m2（瓦ぶき）、3450N/m2（スレートぶき）、積載荷重：1300N/m2 、たわみ制限：1/250以下、

断面欠損率：10％、軒の出：910mm、小屋梁スパン：3640mm、2階階高：2700mm

120mm 135mm 120mm 135mm 120mm 135mm 120mm 135mm

455 210 210 210 180 180 180 180 150 4840

910 240 210 210 180 180 180 180 180 5339

1365 240 210 210 210 180 180 180 180 5836

1820 240 240 210 210 180 180 180 180 6346

455 330 330 300 270 270 240 240 240 7351

910 330 330 300 270 270 270 240 240 8096

1365 330 330 300 300 270 270 270 240 8842

1820 360 330 300 300 270 270 270 240 9587

455 300 300 270 270 240 240 240 210 7577

910 300 300 270 270 240 240 240 210 8571

1365 330 300 270 270 270 240 240 240 9564

1820 330 300 300 270 270 240 240 240 10558

455 - - - 360 360 330 330 300 9815

910 - - - 360 360 330 330 330 10808

1365 - - - - 360 360 330 330 11802

1820 - - - - 360 360 330 330 12796

455 - - 360 330 330 300 300 300 10283

910 - - 360 360 330 330 300 300 11802

1365 - - 360 360 330 330 330 300 13293

1820 - - - 360 360 330 330 300 14783

455 - - 360 330 330 300 300 300 10283

910 - - 360 360 330 330 300 300 11802

1365 - - 360 360 330 330 330 300 13293

1820 - - - 360 360 330 330 300 14783

455 210 210 180 180 180 180 150 150 4385

910 210 210 210 180 180 180 180 150 4882

1365 240 210 210 180 180 180 180 180 5380

1820 240 210 210 210 180 180 180 180 5877

455 330 300 270 270 270 240 240 240 6645

910 330 330 300 270 270 240 240 240 7413

1365 330 330 300 270 270 270 240 240 8159

1820 330 330 300 300 270 270 270 240 8904

455 300 300 270 240 240 240 210 210 6894

910 300 300 270 270 240 240 240 210 7887

1365 300 300 270 270 240 240 240 240 8881

1820 330 300 270 270 270 240 240 240 9875

455 - - 360 360 330 330 300 300 8904

910 - - - 360 360 330 330 300 9897

1365 - - - 360 360 330 330 330 10891

1820 - - - - 360 360 330 330 11885

455 - - 360 330 330 300 300 270 9372

910 - - 360 330 330 300 300 300 10862

1365 - - 360 360 330 330 300 300 12382

1820 - - 360 360 330 330 330 300 13872

455 - - 360 330 330 300 300 270 9372

910 - - 360 330 330 300 300 300 10862

1365 - - 360 360 330 330 300 300 12382

1820 - - 360 360 330 330 330 300 13872

屋根
タイプ

集中
荷重

の位置

床小梁集
中負担幅
Ｂ(mm)

スレート
ぶき

瓦
ぶき

f

f

a

d

e

(参考値)
材端の
反力
(N)

材料区分、材幅及び材せい(mm)

Ｅ70G Ｅ70 Ｅ90 Ｅ110

e3640

b

c

2730

1820

胴差
スパン
Ｌ(mm)

1820

2730

3640

a

b

c

d
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120mm 135mm 120mm 135mm 120mm 135mm 120mm 135mm

910 135 135 120 135 120 135 120 135 2096

1365 135 135 120 135 120 135 120 135 2333

1820 150 135 135 135 120 135 120 135 2570

910 210 210 180 180 150 150 150 135 3170

1365 210 210 180 180 180 180 150 150 3511

1820 210 210 180 180 180 180 180 150 3851

910 210 210 180 180 180 150 150 150 3437

1365 210 210 180 180 180 180 150 150 3912

1820 240 210 210 180 180 180 180 180 4389

910 270 270 240 240 210 210 210 180 4267

1365 270 270 240 240 210 210 210 210 4711

1820 300 270 240 240 240 240 210 210 5156

910 270 270 240 240 210 210 210 180 4742

1365 270 270 240 240 240 210 210 210 5423

1820 300 270 270 240 240 240 210 210 6105

910 270 270 240 210 210 210 210 180 4802

1365 270 270 240 240 210 210 210 210 5514

1820 300 270 240 240 240 210 210 210 6226

910 120 135 120 135 120 135 120 135 1474

1365 135 135 120 135 120 135 120 135 1639

1820 135 135 120 135 120 135 120 135 1804

910 180 180 180 150 150 150 135 135 2216

1365 210 210 180 180 150 150 150 135 2470

1820 210 210 180 180 180 150 150 150 2703

910 210 180 180 180 150 150 135 135 2416

1365 210 210 180 180 180 150 150 150 2763

1820 210 210 180 180 180 180 150 150 3093

910 240 240 210 210 210 210 180 180 2995

1365 270 270 240 240 210 210 210 180 3324

1820 270 270 240 240 210 210 210 210 3624

910 270 240 210 210 210 210 180 180 3324

1365 270 270 240 240 210 210 210 180 3819

1820 270 270 240 240 210 210 210 210 4283

910 240 240 210 210 210 210 180 180 3385

1365 270 270 240 210 210 210 210 180 3910

1820 270 270 240 240 210 210 210 210 4404

材料区分、材幅及び材せい(mm)

Ｅ90 Ｅ110

e

c

a

Ｅ70

f

b

d

f

3640

a

b

c

2730

屋根
タイプ

軒桁
スパン
Ｌ(mm)

集中
荷重

の位置

屋根
負担幅
Ｂ(mm)

(参考値)
材端の
反力
(N)

Ｅ70G

瓦
ぶき

スレート
ぶき

2730

1820

3640

1820

d

e

設定条件 固定荷重：1750N/m
2
（瓦ぶき）、1350N/m

2
(スレートぶき）、たわみ制限：1/150以下、 断面欠損率：10％

母屋間隔：910mm以下、垂木スパン：910mm以下、軒の出：910mm
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４.３ 荷重条件 

 ４.３.１ 固定荷重 

  建築基準法施行令第 84 条の規定による固定荷重は表 2 のとおりで、(財)日本住宅・木材技

術センター発行の「木造住宅のための構造の安定に関する基準に基づく横架材及び基礎のスパ

ン表」を参考にしています。各部の仕様が異なれば当然固定荷重も変わってきますので、土壁

仕様など表 2 と大きく異なる場合は詳細計算が必要になります。 

 

表  2 固 定 荷 重 単 位 ：N/m 2

床 小 梁 の 荷
重 を 受 け な

い 場 合

床 小 梁 の 荷
重 を 受 け る

場 合

瓦 （ふ き 土 な し ） 470

ア ス フ ァ ル トル ー フ ィン グ 20

野 地 板 (小 幅 15× 100) 90

垂 木 (平 割 45× 60) 40

母 屋 (105× 105× 2000以 下 ) 50

計 670

勾 配 補 正 (切 上 ) 750

石 綿 ス レ ー ト (厚 4.5) 200

ア ス フ ァ ル トル ー フ ィン グ 20

野 地 板 (厚 12) 70

垂 木 (平 割 45× 60) 40

母 屋 (105× 105× 2000以 下 ) 50

計 380

勾 配 補 正 (切 上 ) 400

鉄 網 モ ル タ ル (ア ス フ ァ ル ト
フ ェ ル ト、下 地 含 む )

640

勾 配 補 正 (切 上 ) 750

鉄 網 モ ル タ ル (ア ス フ ァ
ル トフ ェ ル ト、下 地 含 む )

640

勾 配 補 正 (切 上 ) 700

つ り 木 (つ り 受 け 含 む ) 50

野 縁 (正 角 40× 40) 30

せ っ こ うボ ー ド (厚 12 .5 ) 100

断 熱 材 (厚 100～ 200) 50

計 (切 上 げ ) 250

鉄 網 モ ル タ ル (ア ス フ ァ ル ト
フ ェ ル ト、下 地 含 む t=12)

640

軸 組 150

内 装 仕 上 げ 板 又 は せ っ
こ うボ ー ド (胴 縁 含 む )

150

断 熱 材 (厚 100) 30

計 (切 上 げ ) 1000

た た み 又 は フ ロ ー リ ン グ 180

床 板 (厚 15)、そ の 他 90

根 太 (平 角 45× 105) 100

床 梁 150

天 井 (せ っ こ う ボ ー ド、つ り 木
等 含 む )

250

小 計 (切 上 げ ) 800

間 仕 切 り 壁 300 ◎ ◎

計 1100

* ◎ は 必 須 項 目 、○ は 選 択 項 目

○

○○

○ ○

○

○ ○

瓦 ぶ き

2階 床

屋 根

石 綿
ス レ ー ト

ぶ き

◎

軒 天
（鉄 網

モ ル タ ル
仕 上 げ )

瓦 ぶ き

石 綿
ス レ ー ト

ぶ き

項 目

天 井
(せ っ こ うボ ー ド張 り )

外 壁
(鉄 網 モ ル タ ル 仕 上 げ )

◎

◎

◎

○○

◎ ◎◎

◎

小 屋 梁

○ ○

◎

軒 桁

○

構 成 要 素 床 小 梁 床 大 梁固 定 荷 重

胴 差

○

◎

 

表 1 部材の断面寸法

幅：b（mm） 備考

105 105 120 135 150 180 210 240 270 300 小梁のみ

120 120 135 150 180 210 240 270 300 330 360

135 135 150 180 210 240 270 300 330 360 小梁除く

せい：h（mm）
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 ４.３.２ 積載荷重 

  建築基準法施行令第 85 条及び建設省告示第 1459 号の規定により表 3 のとおりです。 

  

表 3 積載荷重 単位：N/m2

 床小梁 1800

 床大梁・胴差 1300

600 たわみ計算用

区 分

 強度算定用

荷重

 
 

 ４.３.３ 積雪荷重 

  建築基準法施行令第 86 条の規定により次のとおり計算し、瓦ぶき（5 寸）は 877 N/m2、スレー

トぶき（3 寸）は 952 N/m2としています。 

   積雪の単位重量 一般地：20 N/㎝/m2    垂直積雪量 50 ㎝ 

   屋根形状係数 μb ＝ √cos（1.5 β）   β：屋根勾配（°） 

   積雪荷重（短期）＝（積雪の単位重量）×（垂直積雪量）×（屋根形状係数） 

 

 ４.３.４ 検討荷重 

  固定荷重、積載荷重に基づき、表 4 のとおり荷重を適用して検討しています。 

  

表 4 検討荷重 単位：N/m2

部材 検討荷重

 強度 2600

 たわみ 1400

 強度 2400

 たわみ 1700

 強度 2100

 たわみ 1400

 強度 2400

 たわみ 1700

瓦  強度、たわみ 750

スレート  強度、たわみ 400

瓦  強度、たわみ 1627

スレート  強度、たわみ 1352

瓦  強度、たわみ 750

スレート  強度、たわみ 700

 強度、たわみ 1000

 強度、たわみ 250

瓦  強度、たわみ 750

スレート  強度、たわみ 400

瓦  強度、たわみ 1627

スレート  強度、たわみ 1352

 強度、たわみ 250

瓦  強度、たわみ 750

スレート  強度、たわみ 400

瓦  強度、たわみ 1627

スレート  強度、たわみ 1352

瓦  強度、たわみ 750

スレート  強度、たわみ 700

 強度、たわみ 250

* 強度：長期許容応力度に対する検討用荷重、たわみ：長期のたわみ計算に対する検討用荷重

軒 桁

屋 根

長期(常時)

短期(積雪)

軒 天 長期(常時)

天 井

外 壁

天 井

小屋梁
屋 根

長期(常時)

短期(積雪)

天 井

胴  差 屋 根

長期(常時)

短期(積雪)

軒 天 長期(常時)

床小梁 床

床大梁 床

荷重の種類 固定荷重

床小梁の荷重を
受けない場合

床小梁の荷重を
受ける場合

床
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 ４.３.５ 部材の自重 

  当スパン表の計算において、部材の自重を含水率に応じて算出しています。計算に当たって

は、スギの気乾比重を木質構造設計規準・同解説により 0.38（含水率 15 %）とし、含水率が 20 %

以下の場合の比重を 0.40、含水率が 20 %を超える場合の比重を 0.42 としています。 

 

４.４ 許容応力度及び曲げヤング係数 

 ４.４.１ 許容応力度 

  木材の許容応力度は、建築基準法施行令第 89 条の規定により表 5 のとおりです。 

 

表 5 許容応力度 単位：N/mm
2

曲げ せん断 曲げ せん断

1.1Fb 1.1Fs 2Fb 2Fs
3 3 3 3

* Fb ： 曲げ基準強度、Fs ： せん断基準強度

* 短期積雪時の許容応力度は、建築基準法第82条により短期許容応力度に0.8を乗じた数値

長期に生ずる力に対する許容応力度 短期に生ずる力に対する許容応力度

 

 

 ４.４.２ 基準強度及び曲げヤング係数 

 部材の基準強度及び曲げヤング係数は、三重県林業研究所で実施したスギ平角材の曲げ強度

試験結果（５ 資料）から求めました。ヤング係数を基に機械等級区分を行った結果、Ｅ50～Ｅ

150 に区分されましたが、出現割合の多かったＥ70～Ｅ110 の等級についてスパン表を作成する

こととし、各等級の曲げ強度の 5 % 下限値を算出して基準強度としました。 

 等級がＥ70、Ｅ90 及びＥ110 に区分された材は含水率 20 % 以下の乾燥材（Ｄ20）として条件

を設定しました。また、含水率が 20 % を超える材（25 %で設定）を使用する場合の参考として

Ｅ70Ｇという区分を設けました。機械等級区分された材であっても、含水率が 20 % を超える材

は機械等級区分にかかわらずＥ70Ｇの区分を適用してください。 

 当林業研究所の試験結果では県産材のなかにもＥ50 の材が約 2 % 含まれていましたが、量が

少ないため、Ｅ50 のスパン表は作成していません。このため、機械等級区分されていない材（無

等級材）は、Ｅ70Ｇを参考にしてください。しかし、強度性能についてはＥ70 のデータを使用

しているため、使用に当たっては、強度をあまり必要としない部材に使用するなど考慮してく

ださい。 

  また、目視等級区分による設定は行っていませんので、節、丸身、割れなどの欠点について

は考慮していません。 

なお、せん断の基準強度については、平成 12 年建設省告示第 1452 号により、基準強度を

1.8 N/mm2としています。 

 曲げヤング係数は、各等級のヤング係数の下限値を使用しています。曲げヤング係数、基準

強度及び許容応力度は表 6 のとおりです。 
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(％) 曲げ：F b せん断：F S 曲げ：F b せん断：F S 曲げ：F b せん断：F S (N/mm2 )

Ｅ70Ｇ  20％超 29.1 1.8 10.67 0.66 15.52 0.96 5900

Ｅ70  20％以下 29.1 1.8 10.67 0.66 15.52 0.96 5900

Ｅ90  20％以下 34.6 1.8 12.69 0.66 18.45 0.,96 7800

Ｅ110  20％以下 42.3 1.8 15.51 0.66 22.56 0.96 9800

表 6 基準強度、許容応力度及び曲げヤング係数

許容応力度（ N/mm
2
 ）

長 期 短 期（積雪）
曲げヤング係数含水率 基準強度（ N/mm

2
 ）

等級区分

 

 
４.５ 設計方針 

４.５.１ 変形増大係数 

  長期間に渉り設定荷重を受けることにより将来的に生ずるたわみの増加を考慮した変形増

大係数は、建設省告示第 1459 号により２とされています。このため、当スパン表では含水率

20 % 以下の乾燥材としているＥ70、Ｅ90、Ｅ110 の各等級は、変形増大係数を２として計算し

ています。 

  未乾燥材の場合は、研究報告により乾燥材に比べて変形が大きくなることがわかっているた

め、含水率が 20 % を超える材であるＥ70Ｇについては、変形増大係数を３として計算していま

す。（表 7）含水率が高いと将来的なたわみ量に対する影響だけではなく、収縮に伴う部材の寸

法変化によって様々なトラブルの発生する原因となりますので適正に乾燥することが重要で

す。 

 

表 7 変形増大係数

等級区分 含水率（％） 変形増大係数

     Ｅ70Ｇ   20％超 3

     Ｅ70   20％以下 2

     Ｅ90   20％以下 2

     Ｅ110   20％以下 2  

 
４.５.２ たわみ制限及び断面欠損 

  長期たわみは表 4 に示す検討荷重が加わった際の最大たわみ量に対して、将来的なたわみの

増加を考慮した変形増大係数（表 7）を乗じた値が、部材毎のたわみ制限以下（表 8）となる

ように計算しています。たわみ制限は(財)日本住宅・木材技術センター発行のスパン表を参考

にしています。 

  なお、たわみ制限が 1/250 の場合、例えばスパンが 3640 mm の梁の最大たわみは 14.56 mm に

なり、さらにスパン 3640 mm の大梁にスパン 3640 mm の小梁が架かるときの小梁の複合最大たわ

みは 29.12 mm にもなり注意が必要です。現実的にはワンサイズ大きなサイズを採用するか詳細

計算による性能設計を推奨します。 

  部材の仕口加工の切り欠きによる断面欠損については、断面欠損率（表 8）により断面性能 
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③ たわみ 

   最大たわみを合計します。 

 

（２）集中荷重が 3 点以上の場合 

 集中荷重を等分布荷重と見なして、曲げモーメント、せん断力及びたわみを計算します。 

 

 

                              Ｗ ＝（P1＋P2＋P3）/ L 

 

 

 

 

４.６.３ 部材の応力度とたわみの計算 

（１）曲げ応力度σの計算 

   σ＝M/Z≦fb×Cf 

   M：横架材全体の最大曲げモーメント、Z：断面係数 Z＝bh2/6、fb：許容曲げ応力度 

   Cf：寸法調整係数 

（２）せん断応力度τの計算 

   τ＝1.5×Q/A≦fS 

   Q：横架材全体の最大せん断力、A：断面積、fS：許容せん断応力度 

（３）たわみδの計算 

   δ×CCP/L≦許容たわみ 

   L：横架材のスパン、CCP：変形増大係数 

P1 P2 P3

L L

W
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５ 資料  

５.１ 三重県産スギ平角材の曲げ強度性能 

  三重県産スギ平角材の実大曲げ試験を行い、曲げヤング係数、曲げ強度を測定し、三重県産

スギ材の強度性能をとりまとめました。 

 

 ５.１.１ 試験材 

曲げ強度試験に使用した材は、三重県産スギ丸太から製材した長さ 4000×幅 105×せい 180  

mm の芯持ち平角材 165 本です。使用した材のうち 150 本については、県内を 6 地区に分け、そ

れぞれのスギ人工林蓄積により案分した本数としました。各地区の本数は、四日市 10 本、津

30 本、松阪 40 本、伊勢 20 本、伊賀 20 本、尾鷲・熊野 30 本で、最高温度 85℃までの人工乾

燥を行いました。そのほか津 5 本、松阪 10 本の天然乾燥材 15 本も併せて使用しました。 

 

 ５.１.２ 試験方法 

  試験は 3 等分点 4 点荷重方式により行い、その試験条件は支点間距離 3300 mm、荷重点間距離

1100 mm、荷重スピード 15 mm／分とし、曲げヤング係数と曲げ強度を測定しました。 

  また、曲げ試験を行う前に縦振動法による動的ヤング係数、年輪幅、節径比、割れ等を測定

しました。 

  なお、数値は(財)日本住宅・木材技術センター「構造用木材の強度試験法」に準じて補正を

行い、含水率 15 %、せい 150 mm の試験体の値に調整しました。 

 

 ５.１.３ 試験結果 

① 曲げヤング係数の分布 

曲げヤング係数の出現割合は図 1 のとおりで、Ｅ90が 45 %と最も多く、次いでＥ70 が 29 %、

Ｅ110 が 21 %で、Ｅ50 はほとんどありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 動的ヤング係数と曲げヤング係数 

   縦振動法による動的ヤング係数と曲げ試験時の算出ヤング係数とは、高い相関が見られま

した。縦振動法による動的ヤング係数の測定を行うことにより、機械等級区分によるスパン

表を利用して有利な断面寸法を選定することができます。 

表 1 等級とヤング係数

区 分

Ｅ50

Ｅ70

Ｅ90

Ｅ110

Ｅ130

Ｅ150

 9.8以上 11.8未満

11.8以上 13.7未満

  13.7以上

ヤング係数(kN/mm2)

3.9以上 5.9未満

5.9以上 7.8未満

7.8以上 9.8未満

図 1 機械等級区分材の度数分布
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６ スパン表の発行に当たって 
 当スパン表は、乾燥された機械等級区分材を利用することを前提に作成しています。しかし、

時間・コスト面から梁・桁材の十分な乾燥が難しい状況や梁・桁材を等級区分できるグレーディ

ングマシンの整備が遅れている状況にあります。このような現状を考慮して、機械等級区分され

ていない無等級材や含水率が 25％程度の材にも適用できるようＥ70Ｇという区分を設けました。

機械等級区分は打撃法によりヤング係数を測定するハンディ計測器などによって等級区分を行

うことも可能です。材を効率的に利用するためにも機械等級区分が必要で、早急なグレーディン

グマシン等の整備が望まれます。 

 

 また、未乾燥材を使用した木造住宅では、建築後の部材の反り、曲がりなどによる不具合の発

生が起きやすくなり、金物接合においてもボルトやナットの緩みが生じてしまうことにもなりま

す。横架材のように曲げ荷重が加わる場合、たわみ変形に対する含水率の影響が大きいため、乾

燥材を使うことが重要です。このため、当県では、スギ梁・桁材の普及には乾燥が緊急な課題で

あるとしてスギ梁・桁材の乾燥技術を確立する研究に取り組んでいます。さらに充実したスパン

表にするには、接合部に関する性能やクリープなどの問題も残っていますが、情報収集等を行い

今後に反映していきたいと考えています。 

 

 なお、当スパン表の作成に当たり、三重大学大学院生物資源学研究科教授 徳田迪夫氏、同助

教 内迫貴幸氏、三重県森林組合連合会 江藤次男氏、三重県木材組合連合会 黄瀬康二氏、Ｉ

設計室 伊藤嘉浩氏、住匠工房宮崎 宮崎重則氏、(株)萩原建設一級建築士事務所つくる研究所 

萩原義雄氏、(有)南勢建築設計 伊東俊一氏（順不同）に御助言、御指導をいただきました。御

協力いただきました皆様に対して、ここに感謝いたします。 
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